
ついては、「労務費の価格転嫁が進んでいない。
社会全体で価格転嫁を当たり前とする認識の
共有が必要」などの意見が出された。人手不
足への対応については、多様な人材の活躍の
観点から、「女性が管理職・役員を望む環境を
つくっていくべきだ」といった声が寄せられた。
第２部は三つの分科会に分かれ、商工会議
所が取り組むべき方策について意見交換。各地
で取り組む「中小企
業の自己変革支援」
や「地方創生の再
起動」などの事例共
有とともに、商工会
議所に求められる役
割や活動などについ
て、議論を行った。

No.128
各地商工会議所

日本商工会議所

夏季政策懇談会

中小施策など意見書取りまとめ

商工会議所の役割を議論

須藤中企庁長官に要望項目実現求める

日本商工会議所は７月19日、都内で重要政
策課題などを話し合う夏季政策懇談会をハイ
ブリッド形式で開催した。会合には、小林健会
頭をはじめ、副会頭、特別顧問、常議員・議員、
各委員会委員長、専門委員長など77人が出席
したほか、全国の商工会議所からオブザーバー
として199人が参加。「中小企業が対応すべき
重点課題」「地域が取り組むべき方策」の二つ
の視点で活発な討議を行った。
今年の懇談会の全体テーマは「日本再生・

変革に挑む」。会合は２部構成で、第１部の全
体会議では深刻化する人手不足や賃上げ、取
引価格適正化、事業承継、観光、地域経済の好循
環の実現による地方都市の再生、成長産業への
投資・新事業の創出などについて議論した。
関心の高かった賃上げに向けた環境整備に

日本商工会議所の立野純三中小企業委員長
は７月28日、中小企業庁に須藤治長官を訪ね、
20日に取りまとめた意見書「地域を支える中
小企業の自己変革による持続的な成長に向け
た意見」を手交。意見内容の実現を強く求めた。
須藤長官は、「中小企業が気持ちよくビジネス
する環境をつくることが、課題解決につながる
という意識を持って取り組むことが重要だ」と
の考えを表明。日商の意見に理解を示した。
意見書では、政府に今後５年間を経済好循
環実現への集中期間と位置付けるように要請。
特に民間の挑戦を後押しする政策の拡充、国
際競争力の高いビジネス環境を整備をするよ
うに求めている。

重点要望項目として、「価格転嫁の商習慣化
など取引適正化の推進」「賃上げと中小企業の
人材確保・定着の支援」「収益力改善・事業再
生など自己変革への挑戦支援」の３項目を提
示。24年度施策については、「中小企業の自
己変革による新たな付加価値創出・拡大」「地
域を支える中小企
業・小規模事業者
の持続的な成長支
援」「民間の挑戦を
支えるビジネス環
境および地域の成
長基盤整備」の３
点を強調している。

2023年９月発行

あいさつする小林会頭

意見書を手交する立野中小企業委員長（左）と
須藤長官

515 125万会員
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会議
所の政策提言や事業活動をはじめ、
ビジネスに役立つ情報が満載です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部139円  
年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部535円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら
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杉下 秀幸　
宇部商工会議所 会頭 
UBE株式会社 顧問

あの人を訪ねたい

今村 翔吾
歴史小説・時代小説家

こうしてヒット商品は生まれた！

「ハクキンカイロ」
ハクキンカイロ

特集2
ナンバーワン企業の
世界戦略

日本商工会議所創立100周年

特集1

日本商工会議所
新体制スタート

リーダーの横顔

前嶋 康夫　
東金商工会議所 会頭 
株式会社竹屋 取締役会長

あの人を訪ねたい

鈴木 祥蔵
長楽寺住職

こうしてヒット商品は生まれた！

「wemo paper flip board」
コスモテック

特集2
2023年の
日本の展望と
世界経済の行方

日本商工会議所創立100周年
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集
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大による新たな需要の創出と旅行需要の平準
化」「インバウンドの地方誘客促進」「観光消
費の拡大、コンテンツの高付加価値化に資す
る観光DXの推進」「観光需要の分散・拡大に
資する交通網の整備」「人手不足・人材育成へ
の支援強化」「観光事業者の経営基盤の再生・
強化」などを提言している。
日商では、意見・要望書を国土交通省をは

じめ関係各方面に提出。意見内容が反映され
るよう、強く働き掛けていく。

2023年９月発行

観光の再生・復活に向けた意見・要望

斉藤国交相に直接手渡す
日本商工会議所の志岐隆史観光委員会共同
委員長（観光・インバウンド専門委員長）と
菅原昭彦同専門委員会共同委員長（気仙沼商
工会議所会頭）は８月２日、国土交通省で斉
藤鉄夫大臣、髙橋一郎観光庁長官と会談し、
７月20日に取りまとめた「観光の再生・復活
に向けた意見・要望」を手交した。会談で志
岐委員長は、全国各地の観光コンテンツの付
加価値を高める取り組みへの支援を要望した。
斉藤大臣は、「観光再始動事業や、高付加価値
な観光地づくり、DMOを中心とした地域一体
となった自発的な観光地づくりなどの施策を進
める」との方針を表明。「意見書の趣旨を踏ま
え、持続的な形での観光立国の復活に向けて、
頑張っていきたい」と述べた。
意見書では、「観光再生・復活に向けた持続
可能な観光地域づくりの実現」「事業再生・再
構築に取り組む事業者へ支援」を大きな柱に
据え、政府の支援施策の必要性を指摘。具体
的には、「観光コンテンツなどの高付加価値化
と持続可能な観光の推進」「交流・関係人口拡 斉藤大臣（左）に意見書を手渡す志岐専門委員長（中央）と菅原共同委員長（右）


